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令和 3 年 2 月 25 日(木)  保育科学開催 13 時 30 分 三役会開催 15 時 30 分  

 令和２年度年次大会開催 １７時より     

保育総合研究会 

臨時
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👇「保総研２０周年記念誌編集部」 第 1 回会議開催しました。👇 

担当編集⾧/遠藤浩平   記念誌会⾧(副編集⾧)/椛沢幸苗  副編集⾧/田和由里子・永田久史  

編集委員/〇塩坂北斗・百瀬浜路・土山雅之・只野裕子・福沢紀子・筒井桂香・菊地 渉・東ヶ﨑拓樹・田口侑平・勇まり子  

事務局/東ヶ崎静仁・菊地義行 監修者(責任者)/坂﨑隆浩 印刷関係は塩坂さんにお願いすることとなりました。 

案件 1.いつ出すことにするか➡令和３年６月頃 300 冊 各園２冊の予定  

2.大まかな内容(目次) おおよそ 70 頁 CO 付カラー 

①会⾧挨拶等    ②１６年目-21 年目の総会資料等や 20 周年年次大会等 

③アメリカ関係資料 ④保育科学資料及びペセラの写真など ⑤その他 

3.各章のまとめとレイアウトは、菊地渉・東ヶ﨑拓樹・田口侑平・勇まり子等にお願いしました。  

※東ヶ崎事務局⾧等より記念誌の原稿依頼や写真投稿の依頼がされる人がいます。 

締め切りは２月です。遅れないようにお願いします。 

   ※ちなみにニュヨークはそろそろ終わりそうです➡どんどん進めていきましょう。 
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JAMEE.S  定例会報告「コロナ禍での園対応」 
 

行われた JAMEE.S の第 12 回定例会では 1４名の参加がありました。 

テーマは今皆さんが知っておきたい「コロナ禍での園対応」でした。地域ごとにコロナへの認識や対応

が違っていましたが、職員の健康状態の把握の必要性やもしコロナになったときの園の対応などを学びま

した。その中で園加入している保険の使い方や特別休暇・年休・指定休の使い方などを知りました。また

園児だけではなく職員の体調管理もしっかりと行い、不安がある場合は速やかに申し出ることが出来る環

境を整えること、もしもの場合にしっかりと対応できる園⾧の心の柔軟性が必要だと感じました。 

どこでコロナが発生するのかわからない今、いざその場になったときに落ち着いて最善の対応が出来る

よう私たちもコロナに対する知識を持ち職員に指導を行うと共にしっかりとバックアップもしていきた

いと思います。 

コロナ禍でみんなに会えない中、zoom での開催となりました。これから研修形態が変化していくだろ

うなと思いますが、やはり直接会って話すことで得る新たな知識や心の安心は zoom では感じることが出

来ないなとも思いました。早くこのコロナが終息してみんなと会って話したいねと言いながらこの会を終

了しました。(委員⾧:高月美穂) 
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・保育科学の会議が始まりました➡ 委員になりたい方は岩橋さんにお知らせください 
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2021．１月 子ども・子育て会議等の報告(以外に重要かも)   
 



7 
 

令和 3 年 1 月 20 日（水）、第 56 回子ども・子育て会議 

会議資料は、内閣府ホームページ（下記 URL）よりご確認いただけます。 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/kodomo_kosodate/k_56/index.html 

 

令和 3 年 1 月 25 日（月）、第 26 回社会保障審議会福祉部会。 

社会福祉施設職員等退職手当共済制度の公費助成については、令和 2 年度までに検討することとなっており、昨日（1 月 25 日）の社会保障審議会福祉部会におい

て議論がなされた結果、公費助成を一旦継続しつつ、令和６年度までに改めて結論を得ることとされました。なお、平成 28 年の社会福祉法人制度改革の進捗状況

についても議論されているので、併せてお知らせします。  

資料は下記 URL よりご確認ください。https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16178.html
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今さらながら もう一度 森田・田口・伊東という人と部会     

当会 HP アドレス  http://hosouken.dip.jp/hskblog/__trashed/ 

◆ 次回 2/15 に臨時 News19 を広報する予定です。内容は「7 プロポジション報告」を中心に 

お届けする予定です。ご期待ください。又ご意見お待ちしています。 
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先日福澤先生のお蔭で保育内容部会が最後の部会を１月 22 日に開催した。保総研の要を部会と考えたのは椛沢会⾧だった。20 年

前以上に、保育内容と人材育成、そして子育て支援が部会の鍵となった。凄いね、保育内容は椛沢会⾧の 18 番だ。だからこそ逆に言

うとここは誰でも良いという訳にはいかないと思った。この一番難しいところを森田の信ちゃんに頼んだ。たぶん信ちゃんの若いこ

ろお付き合いした人はこんなに保育を勉強している人がいるんだとびっくりしたのではないかと思う。今の全保協の副会⾧の基礎に

保育内容を持っているのは素晴らしいことだ。その後の松山先生も本当に一生懸命だった。バスケットボールまだ頑張っているか

な。一緒にいろんな本の執筆をしていただいた。有難いことだった。そして今の福澤さんに続いている。森田も伊東も実際には、急

ぎしいのを理由に副会⾧になってもらった。なかなかない人事だった。伊東は子育て支援部会という名目で、たぬきなべを食べた

り、部会で日本中歩いた。伊東は保総研制定前から保育園は駆け込み寺になるべきだというのが持論だった。その時代はもう少し制 

度的にはかかるが、現実はもうそこにある。そのあとの浩正さんは人柄もあって本当に楽しい部会だった。本当は世界中どこでも歩

けるのは浩正のような人なんだと思う。一番最後か過疎地サミットだった。おジャマ

ーズでやっていく仕事だと。その中でずっと地道に続いてきたのが、人材だと思う。

田口はなんといってもその才能は若い時から際立っていた。横浜にいるといっても、

あの時代に株式のことなど普通にやってきたんだ。田口の発想は私にはまったくない

ことだから賞賛しか出来ない。ずっと部会⾧をやってもらえて本当にありがたい。 

まあ田口だけでなくて、多くの人が例えば田和の子育て支援や田中の企業委託型もそ

うだが、いろんな珍しいことを行う人は多い。ともかくも人材で行こうとした最後の部会を楽しみにしてたんだが、さてどうかな。

最後に私は新たな 3 部会とともに、新設「おジャマーズ」をフル稼働させようと思っている。だから、研修も温泉もみなさん楽しみ

にしていてくださいね、そうそう本気でやろうと思ってるのよ。ウフフだね。 

『保総研の歴史 №18』今さらながら もう一度 森田・田口・伊東という人と部会 
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